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まつきよしあき市会活動報告
(1)芦屋を日本一住みよいまちに

市
議
会

第
七

定
例
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

十
二
月
定
例
議
会
が
十

一
月
二
十
四
日
か
ら
十
二
月
十
八
日
ま
で
開
催

さ
れ
、
今
回
は
、

Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
南
の
再
開
発
事
業
に
伴
う
補
正
予
算
や
市
長
、
市
会
議
員
の

期
末
手
当
を
０
．

０
０
５
％
引
き
下
げ
る
条
例
の
改
正
案
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
審
議
し
ま
し
・
に
。

市
議
会
は
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
南
の
再
開
発
事
業
関
連
予
算
を
不
決
し
ま
し
た
。

市
は
、
十
二
月
議
会
に
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
南
の
再
開
発
事
業
で
こ
れ
ま
で
乗

費
２
０
０
億
円
か
ら
１
６
７
億
円
に
縮
減
す
る
新
た
な
事
業
案
を
示
し
、

再
開
発
事
業
を
進
め
る
た
め
の
関
連
費
約
七
億
七
千
万
を
盛
り
込
ん
だ
馨

案
を
提
出
し
て
き
ま
し
た
。

市
の
縮
減
案
で
は
、
現
在
計
画
し
て
い
る
Ｈ
階
建
て
の
再
開
発
ビ
ル
を

を
抑
え
、
周
辺
の
電
柱
の
地
下
化
を
止
め
、
再
開
発
ビ
ル
内
の
公
益
施
設

下
駐
車
場
、
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
と
再
開
発
ビ
ル
と
を
結
ぶ
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
ギ

を
縮
小
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
議
会
で
は
、
多
数
の
議
員
が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い

当
初
に
比
べ
減
額
し
た
と
は
い
え
巨
費
を
投
じ
る
現
在
の
市
の
プ
ラ
ン
は

あ
り
、
同
時
に
再
開
発
事
業
よ
り
も
費
用
が
か
か
ら
ず
、
現
在
よ
り
交
涌

る
街
路
事
業
な
ど
を
市
に
模
索
す
る
よ
う
修
正
案
を
提
出
。
議
会
最
終
日

修
正
案
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
長
は
こ
れ
を
不
服
と
Ｌ

結
局
修
正
案
も
原
案
も
両
方
否
決
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
市
が
議
会
多
粘

て
再
開
発
事
業
の
見
直
し
を
図
り
、
街
路
事
業
に
転
換
す
る
よ
う
願

っ
て

再開発事業計画

市
職
員
パ
ワ
ハラ
問
題
に
つい
て第
二
者
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
調
査
し
て
い
ま
す
。

市
の
幹
部
職
員
が
、
数
年
に
わ
た
っ
て
複
数
の
職
員
に
対
し
て
行
な
っ

事
案
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
六
月
に
設
置
さ
れ
た
市
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
調
本

パ
ワ
ハ
ラ
が
認
定
さ
れ
る
と
い
う
深
刻
な
事
態
に
発
展
し
て
い
ま
し
た
。

し
た
事
態
を
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
パ
ワ
ハ
ラ
を
放
置
し
て

問
題
に
つ
い
て
市
は
、
八
月
に
当
該
事
案
の
調
査
結
果
を
公
表
し
ま
し
わ

人
中
八
人
が
副
市
長
を
は
じ
め
部
長
級
職
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
お
ト

し
て
い
た
総
事
業

そ
の
後
会
期
中
に

別
会
計
補
正
予
算

維
持
し
、
資
材
費

の
ス
ペ
ー
ス
や
地

ッ
キ
、
等

の
規
模

経
済
状
況
の
中
、

財
政
的
に
無
理
が

混
雑
が
解
消
さ
れ

の
本
会
議
で
は
、

て
再
議
に
か
け
、

の
意
見
を
尊
重
し

い
ま
す
。

，
ｔ
ｌ

●

て
い
た
パ
ワ
ハ
ラ

委
員
会
に
お
い
て

し
か
し
市
は
そ
う

い
ま
し
た
。

こ
の

が
、
調
査
委
員
九

そ
公
平
性
、
公
正 街路事業計画

ロ

|・

~ ―
 ヽ

性
を
担
保
し
た
調
査
と
は
程
遠
い
も
の
で
し
た
。
加
え
て

一
部
の
関
係
者
か
ら
は
事
情
を
聞

く
こ
と
さ
え
で
き
て
い
な
い
中
で
調
査
を
終
了
す
る
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
し
た
。

そ
こ
で
昨
年
の
九
月
議
会
に
、
私
を
含
め
四
人
の
議
員
が
、
市
の
幹
部
職
員
に
よ
る
複
数

の
職
員
に
対
す
る
パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て
再
調
査
す
る
第
二
者
委
員
会
の
設
置
を
求
め
る
決
議

案
を
提
出
し
、
日
本
共
産
党
芦
屋
市
議
会
議
員
団

（３
人
）
、
あ
し
や
し
み
ん
の
こ
え

（３
人
）

な
ど
の
反
対
が
あ

っ
た
も
の
の
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
議
決
を
う
け
て
弁
護
±
３
人
に
よ
る
芦
屋
市
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
に
関
す

る
第
二
者
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
十

一
月
二
十
日
、
第

一
回
の
第
二
者
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
委
員
長
か
ら

「こ
の
度
の
事
案
に
つ
い
て
、
我
々
３
人
か
ら
な
る
第
二
者
調
査
委
員

会
が
独
立
し
た
立
場
で
中
立
、
公
正
で
透
明
性
を
持

っ
た
調
査
を
行
な

っ
て
ま
い
り
ま
す
」

と
の
コ
メ
ン
ト
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
第
二
者
調
査
委
員
会
は
調
査
を
行
な

っ
て
お
り
、
公
正
、
公
平
な
調
査
が
行
な
わ

れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
尚
、
調
査
が
終
了
次
第
、
報
告
書
が
公
表
さ
れ
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

春
日
集
会
所
と
打
出
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の統
廃
合
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
ｏ

芦
屋
市
の
地
区
集
会
所

は
、
地
域
住
民
の
相
互
交

流
と
自
主
活
動
の
場
を
提

供
し
、
市
民
活
動
の
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
整
備
さ
れ
、
今
日
で
は

１
３
カ
所
あ
り
住
民
活
動

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
公
共
施
設
の
最
適
化
構
想
が
示
さ
れ
、
そ
の
中
で
春
日
集
会
所
を
廃
止

し
、
打
出
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

ヘ
統
合
す
る
と
の
計
画
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
春
日
集
会
所

を
廃
止
す
る
こ
と
は
春
日
町
の
み
な
ら
ず
打
出
町
な
ど
の
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
ま
た
、
春
日
集
会
所
は
約
４
０
年
前
の
土
地
区
画
整
理
事

業
で
地
元
の
方
々
の
減
歩
で
生
み
出
さ
れ
た
土
地
に
市
が
建
物
を
建
て
集
会
所
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
集
会
所
が
廃
止
さ
れ
、
底
地
が
処
分
さ
れ
ま
す
と
、
４
０
年
前
に
減
歩
に

応
じ
た
住
民
と
の
約
束
を
破
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
同
時
に
春
日
集
会
所
は
、
災
害
時
の
避

難
場
所
に
指
定
さ
れ
、
阪
神
淡
路
大
震
災
時
に
は
た
く
さ
ん
の
方
々
が
避
難
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
春
日
町
や
打
出
町
な
ど
春
日
集
会
所
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
は
勿
論
、
地

域
住
民
の
方
々
か
ら
こ
ぞ

っ
て
廃
止
反
対
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
私
は
、
議
会
で
取
り
上
げ
、
（１
）
な
ぜ
春
日
集
会
所
を
廃
止
す
る
の
か

（２
）
教

育
委
員
会
な
ど
庁
内
の
関
係
部
署
で
調
整
の
上
、
廃
止
を
決
定
し
た
の
か

（３
）
教
育
セ
ン

タ
ー
内
に
は
、
研
修
室
、
図
書
館
、
適
応
教
室
な
ど
が
あ
り
静
寂
さ
を
必
要
と
し
て
い
る
。

春 日集会所

教育文化センター

沐

Ｌ

／

Ｊ

＼

．（
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そ
こ
に
新
た
に
住
民
の
方
が
出
入
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
騒
音
の
問
題
が
生
じ
る
の
で
は
な

い
か

（４
）
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
災
害
時
に
は
、

春
日
や
打
出
町
の
住
民
は
ど
こ
へ
避
難
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
な
ど
質
問
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
当
局
は

（１
）
打
出
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
と
春
日
集
会
所
は
、
い
ず
れ
も

更
新
時
期
を
迎
え
た
た
め
、
公
共
施
設
の
最
適
化
構
想
の
考
え
方
に
則

っ
て
、
庁
内
で
方
向

性
を
協
議
し
た
結
果
、
春
日
集
会
所
の
機
能
を
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
に
統
合
す
る
こ
と
に
し

た

（２
）
今
後
に
つ
い
て
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

へ
の
影
響
が
最
小
限
と
な
る
よ
う

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
集
会
所
利
用
者
と
話
し
合
い
を
通
じ
て
解
決
を
図

っ
て
い
く

（３
）

統
合
後
に
、
複
数
の
所
管
課
が
円
滑
に
管
理
運
営
で
き
る
よ
う
、
協
議
し
、
課
題
解
決
を
図

っ
て
い
く

（４
）
適
応
教
室
に
つ
い
て
は
各
部
屋
の
機
能
に
応
じ
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
動
線
計

画
等
を
検
討
す
る
中
で
適
切
に
対
応
し
て
い
く
、
と
の
答
弁
で
し
た
。

＊
感
想
　
高
齢
化
社
会
で
は
、
公
共
施
設
を
集
約
す
る
の
で
は
な
く
、
分
散
型
の
方
が
利
用

さ
れ
や
す
い
、
と
い
っ
た
面
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
地
元
の
方
々
と

一
緒
に
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
と
職
員
の
市
内
居
住
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

急
速
に
進
行
す
る
少
子
化
、
超
高
齢
化
社
会
と
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
て
本
市
で
は
、
そ

の
依

っ
て
立
つ
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
を
本
格
的
に
再
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

期
に
来
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
下
支
え
し
て
き
た
町
内
会
や

自
治
会
な
ど
で
最
近
、
加
入
率
が
低
下
し
、
さ
ら
に
は
後
継
者
不
足
に
陥

っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
市
長
は
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
、
又
、
市
職
員
の
役
割
に

つ
い
て
も
尋
ね
ま
し
た
。

市
長
は
、
自
治
会
の
現
状
は
、
後
継
者
不
足
と
活
動
の
活
性
化
が
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
地
域
課
題
の
解
決
に
は
、
市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動
団
体
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
に
責
任
を
持
ち
、
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
職
員
の
役
割
と
し
て

は
、
各
種
団
体
を
つ
な
ぐ
な
ど
、
課
題
解
決
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
支
援
が
大
切
だ
と
認

識
し
て
い
る
、
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
再
質
問
で
、
町
内
会
や
自
治
会

へ
の
加
入
率
が
低
下
し
て
い
る
現
在
、
市
職
員
に

対
す
る
期
待
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
阪
神
間
各
市
の
職
員
の
市
内
居
住
率
は
軒
並

み
５
０
％
前
後
な
の
に
、
芦
屋
市
内
に
住
ん
で
い
る
市
職
員
の
割
合
は
、
わ
ず
か
１
９
。
１

％
で
す
。
今
後
、
東
南
海
沖
地
震
な
ど
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
中
、
こ
れ
で
は
市
民
は
安
心

で
き
ま
せ
ん
。
高
齢
化
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
中
で
、
先
ず
市
職
員

に
は
芦
屋
市
内
に
住
ん
で
、
地
域
住
民
と
し
て
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

そ
の
た
め
に
、
職
員
の
福
利
厚
生
の

一
環
と
し
て
市
内
の
空
き
家
を
借
り
上
げ
、
職
員
用
と

し
て
貸
し
出
し
す
る
よ
う
な
制
度
を
考
え
て
欲
し
い
と
要
望
し
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
に
対
す
る会
派
と
し
て
の
予
算
要
求
書
を
市
長
へ提
出
⌒昨
年
十
一月
）

芦
屋
市
の
令
和
三
年
度
の
予
算
編
成
に
対
し
て
、
私
た
ち
会
派
の
要
求
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
主
か

（予
算
茶

・
危
樺

・
短
印

評
価

・
納
群

を
多

明
諸

予
管

。
Ｓ
ｎ

（旦
（４外
的

上
昌
船

・
広
節

す
ス

・
ゴ
ヽヽ

事
業

・
女
性

な
ど
、
市

固
帝

資
産
税
増
税

一
年
間
凍
結

（二
十

一
年
度
税
制
改
正
）

±戸
晨
（古

が
続
い
て

一∩ン。　　フ」
一〔

か
し
そ
（

や
個
人
（

が

っ
て
い

そ
こ
不

土
地

の
用

住
宅
地
ふ

め
ま
し
カ

屋
＝
″広
告
物
補
修
撤
去
費
補
助
金

一
年
延
長

９
″
ＡＵ
ｌ

告
物
条
加

事
業

（旧

六
月
末
た

況
に
お
ヘ

間
延
長
十

内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

体
と
し
て
）

的
状
況
に
あ
る
市
財
政
を
行
政
全
体
と
し
て
認
識
し
た
予
算
と
す
る
こ
と

的
成
果
だ
け
で
な
く
、
長
期
的
視
点
で
市
全
体
に
効
果
が
あ
る
施
策
に
つ
い
て
も

し
、
予
算
化
す
る
こ
と

者
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
公
平
で
バ
ラ
ン
ス

慮
し
た
予
算
と
す
る
こ
と

な
目
的
を
持

っ
た
戦
略
的
施
策
と
そ
れ
に
伴
う

を
求
め
る

Ｇ

Ｓ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
施
策
の
推
進

項
目
）

者
の
移
動
手
段
の
確
保
を
図
る
こ
と

囲
で
公
衆
ト
イ
レ
が
な
い
地
域
に
設
置
を
検
討

こ
と

減
量
化
、
再
資
源
化
促
進
に
向
け
て
、
３
Ｒ
や

系
ご
み
の
適
正
処
理
を
推
進
す
る
こ
と

の
多
様
な
働
き
方
を
支
え
る
こ
と

民
生
活
全
般
の
向
上
を
目
指
し
て
４
０
項
目
に
つ
い
て
予
算
要
求
し
ま
し
た
。

で
は
、
こ
こ
数
年
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
周
辺
の
商
業
地
や
住
宅
地
の
評
価
額
の
値
上
が
り

い
ま
す
が
、
今
年
は
土
地
と
家
屋
の
三
年
ご
と
に
行
な
わ
れ
る
評
価
替
え
の
年
で

固
定
資
産
税
の
評
価
額
は
、
昨
年

一
月

一
日
時
点
の
地
価
が
基
に
な
り
ま
す
。
し

後
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
全
国
的
に
地
価
が
下
が
り
、
同
時
に
景
気
悪
化
で
事
業
者

収
入
に
も
影
響
が
及
ぶ
中
、
土
地
所
有
者
の
負
担
が
過
重
に
な
る
と
の
懸
念
が
上

ま
す
。

国
は
、
２
０
２
１
年
度
の
税
制
改
正
で
、
評
価
替
え
に
伴
い
課
税
額
が
上
昇
す
る

定
資
産
税
に
つ
い
て
、
最
も
大
き
な
影
響
が
見
込
ま
れ
る
商
業
地
だ
け
で
な
く
、

農
地
も
含
め
た
全
て
の
土
地
に
つ
い
て
２
０
年
度
と
同
額
に
据
え
置
く
方
針
を
固

。
勿
論
、
減
税
予
定
の
土
地
は
そ
の
ま
ま
引
き
下
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

６
年
７
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「日
本

一
厳
し
い
」
と
言
わ
れ
る
芦
屋
市
の
屋
外
広

。
対
象
広
告
物
の
改
修
や
撤
去
に
か
か
る
費
用
の

一
部
を
市
が
負
担
す
る
補
助
金

度
額
５
０
万
円
で
改
修
費
用
の
３
分
の
１
、
撤
去
費
用
の
２
分
の
１
）
は
今
年
の

期
限
と
し
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
厳
し
い
状

れ
て
い
る
事
業
者
に
配
慮
し
て
、
補
助
金
事
業
の
期
限
を
来
年
六
月
末
ま
で

一
年

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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